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研究費による
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国⽴がん
研究セン
ター

最新の医療・研
究環境での充実
した教育研究

X線から陽⼦線・重粒⼦線までの様々な放射線治療の⾼精度化
を⽬指した、他機関との産学連携による医学物理学の研究を⾏う

⼤阪⼤学保健学専攻

＜医学物理学の研究＞
「4つの先端技術を柱とする放射線治療技術の研究開発」

照射システム
線量検証ツール

シミュレーション
システム

画像システム

AI・機械学習

「重粒⼦線CT画像化」

「放射線計測システム」

「深層機械学習機能」

「陽⼦線の観える化」

「BNCTの研究」4. BNCTプランの最適化

•現在のBNCTは1⾨照射
•深部腫瘍の場合、線量が⾜りない
•多⾨照射の検討が必要

「医学物理学研究室で実施中の研究テーマ例」

「放射線計測シート」

「その他」「FLASH陽⼦線研究」

「陽⼦線検証の研究」

回転強度変調陽子線治療の計画シミュレーションの研究

• X線で固定多門IMRTからVMATへ移行したように陽子
線でも回転IMPT(SPArc)の研究開発が行われている

• 当院でSPAｒｃを行う場合の治療計画シミュレーション
• セットアップ誤差によるロバスト(堅牢)性、呼吸性移動、
照射時間など様々な観点から従来法とSPAｒｃの比較
を行う

※現段階で当院でSPAｒｃは実施できないため、シミュ
レーションのみの評価となる

Ding et al. Acta Oncol. 2018;57(3):435-437

肺癌に対するVMAT, IMPT, SPAｒｃの線量分布比較

前立腺がんに対するIMPT,とSPAｒｃの線量分布比較

Liu et al. Front Oncol. 2021;11:664455.

従来法とSPAｒｃのセットアップ誤差
に対するロバスト(堅牢性)の比較

従来法とSPAｒｃの
照射時間の比較

­ 最先端の医学物理学の研究教育を実施する専⾨の研究室 ­

• 粒⼦線治療を軸とする医学物理学研究
• 先端的研究及び新たな装置開発等を実施
• 放射線治療に関する物理学、⽣物学、腫
瘍学について、分野横断的な研究を実施

• 研究開発ができる医学物理⼠の育成

nishio@sahs.med.osaka-u.ac.jp

ご興味のある⽅は、
下記までメール連絡下さい


